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2011 年　７月１日 第 144 号（２）非核の政府を求める大阪の会ニュース



Give back the human 
Sankichi  Toge (1917～1953) 

 
Give back my father，give back my 
mother， 
Give grandpa back， gramdma back， 
Give my sons and daughters back， 
Give me back myself， 
Give back the human race 
As long as this life lasts, this life， 
Give back Peace, 
That will never end.
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2011 年　７月１日 第 144 号（４）非核の政府を求める大阪の会ニュース

元京大原子炉講師、香川大学名誉教授 中川益夫 
 これまで原子力の平和利用と軍事利用の両側面を交互に見てきた。ウラン鉱石の採掘から濃縮・加

工までは、両者に共通である。その後原子炉か、核爆弾への道へ行くかに分岐点がありそうだ。 
 人類の平和共存の道を選択するなら、まず何より核兵器廃絶を実行しなければならない。軍事利用

としては究極の兵器と言われる原子力潜水艦（原子力で数か月連続潜航でき、核弾頭装備で水中発射

が出来る）や原爆・水爆の破壊力にものを言わせた核兵器が主流でも、地球の限られた資源を威力競

争や戦争の道具に使うのは人類の自殺行為でしかないだろう。他方、平和利用にも大困難がある。 
 石炭、石油、天然ガスは地球資源として無限ではない。原子力利用もウラン－プルトニウム系では

Puの核兵器転用が危険だし、資源で有利なリチウム（核融合用Li）やトリウム［溶融塩炉用Th］の

利用はまだ開発途上である。再生可能エネルギーとして太陽光・熱や、風力、地熱、バイオ（木材等

生物の分解・合成力を利用）や水力利用が見直されてきている。筆者は従来次のように提案してきた。 
月：潮汐力 月の引力による潮の満ち干、潮流のほか、波力や海洋温度差利用など。 
火：火力 石炭・石油・天然ガス等化石資源の利用。可採埋蔵量も後数十年程度と見積もられている。 
水：水力 再生可能エネルギー（揚水可）として利用されてきたが、ダム建設等副次的な問題を伴う。 
木：木材・アルコール・メタンガス等のほか生物の力の利用開発。微生物も活躍の余地あり。 
金：天然産ウラン・トリウム核燃料の利用。但しウラン－プルトニウム系は核兵器への連動に難。 
土：地熱や風力などを含め、再生可能エネルギーとして見直す価値あり。水中立地も試行中。 
日：太陽光・熱の利用。再生可能エネルギーの主力候補。ププラズマ核融合は未だ基礎研究中。 
 いずれにしても獲得した大容量の電力を蓄えておく装置／機器の開発が望まれる(ノーベル賞級？)。 
 以上の選択肢を視野に入れて、それぞれの地域や環境にマッチした規模・方法を追及してゆく「新

エネルギー開発研究」がスタートできることが望ましい。競争ではなく、相互批判・相互援助を通じ

てより安全・安心な計画・成案・実行が出来てゆくことが望まれる。予算はなるべく公費で、組織・

人員は公募なり有志を募るなり、縛りのかからない方式が望まれる。 
 こうした方式は、将来、資源枯渇の壁に直面したとき、縄張り（独占）や押し付け（売りつけ）、更

には争奪・戦争などになることなく円満に必要なエネルギーの生産・消費につなげていくための国際

的・国内的・地方的の下準備も兼ねる筈である。 
さて、２０１１年３月１１日、マグニチュード９．０の巨大地震とそれに続く大津波が、福島第一

原子力発電所の事故を誘発した。天災が直接原因としても、「備えあれば、憂いなし」の条件を整えて

いなかった人災による過酷事故（原子力事故評価尺度でグレード７のチェルノブイリ事故相当）に進

展してしまった。原子力発電、とりわけ軽水炉の現状と将来が危ぶまれる事態になった。 
 この際、原子力開発の歴史を振り返り、大前提である核戦争阻止・核兵器完全禁止・被爆者援護連

帯の精神と、原子力平和利用三原則、民主・自主・公開の原則を改めて確認したい。 
 政治・経済的な横の繋がりでは国連を筆頭に国際会議やサミットなどがおこなわれているし、一定

効力を発揮するようになって来た。地球規模の大気汚染・気候変動でも COP などで話し合いが持た

れ、協議・協同のテーブルが出来てきた。 
 核兵器問題で NPT 再検討会議その他、大衆運動では原水爆禁止世界大会などで定期的な集会がも

たれている。資源・エネルギー問題ではどうか。国際的な検討会議があるのか、ないのか。ＩＡＥＡ ?  
 どんな条件下でも、人類は生き延びる道を見いだして、生き延びてゆかねばならない。草の根の運

動の発展が、必要で有効な組織・機構・方法を生み出してゆくであろう。 
Ｎｅｃｅｓｓｉｔｙ ｉｓ ｔｈｅ  ｍｏｔｈｅｒ ｏｆ ｉｎｖｅｎｔｉｏｎ ! ［連続講座完］ 
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2011 年　７月１日 第 144 号（６）非核の政府を求める大阪の会ニュース
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2011 年　７月１日 第 144 号（８）非核の政府を求める大阪の会ニュース
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2011 年　７月１日 第 144 号（14）非核の政府を求める大阪の会ニュース



（15）2011 年　７月１日 第 144 号非核の政府を求める大阪の会ニュース



2011 年　７月１日 第 144 号（16）非核の政府を求める大阪の会ニュース
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2011 年　７月１日 第 144 号（18）非核の政府を求める大阪の会ニュース
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2011 年　７月１日 第 144 号（20）非核の政府を求める大阪の会ニュース



（21）2011 年　７月１日 第 144 号非核の政府を求める大阪の会ニュース

元京大原子炉講師、香川大学名誉教授 中川益夫 

月：潮汐力 

火：火力  
水：水力

木：木材・アルコール・メタンガス等のほか生物の力

金：天然産ウラン・トリウム核燃料

土：地熱や風力など

日：太陽光・熱の利用 プラズマ核融合
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2011 年　７月１日 第 144 号（24）非核の政府を求める大阪の会ニュース
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